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表－２ 未処理のセメント排泥の重金属量 
項目 単位 セメント排泥

銅 mg・kg
-1 10 125 水田土壌

ヒ素 mg・kg
-1 7 15 水田土壌

カドミウム mg・kg
-1 定量下限値未満 1 ※土壌ではなく、米に含まれる量

農用地の土壌の汚染防止等の基準

表－３ セメント排泥と畑土の理化学生 

未処理
炭酸化
・中和

（タバコ） （キク）

0.76 0.04 0.17 0.37 kg･kg-1

12.2 8.9 6.9 7.3 －

280 124 4 11 mS･m
-1

35 22 17 25

交換性Ca 222 197 10 21

交換性Mg 3 3 3 5

交換性Na 2 1 0 0

交換性K 2 1 2 2

2.65 - 2.70 2.58 10
-3

 kg･ｍ
-3

27 27 10 10

<0.001 1.90 0.18 1.40

0.35 3.40 0.18 1.40

- - - -

0.02 - 0.2 0.2

6.3 - 1.2 1.9

cmolc･ kg
-1

ｇ･kg
-1

10
-2 

kg･kg
-1
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ソイルセメント工事の排泥による土壌改良の効果確認試験 
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１．はじめに 
  ソイルセメント工事は、地盤改良や地下水の貯水を目的にした地中連続壁の構築に利用される工法の一つである。

建設工事に伴い発生する泥土（以下 セメント排泥）は、セメントを含み、高 pH かつ高含水比を示すため、産業廃

棄物として処分される例が多い。建設副産物は、処分場不足へ対応するために廃棄量を削減し、さらに資源循環利

用の観点からその有効利用が望まれる。筆者らは、農学的知見からセメント排泥が資源になると可能と考え、緑化

資材として利用する方法を開発して、その性能や効果を調査している 1), 2)。ここでは、圃場試験で植物栽培を行い、

セメント排泥を加工した資材による土壌改良効果を確認した結果を述べる。 
２．圃場試験概要 
２．１ 試験区の設置 
 表－1 に SMW 工事現場で発生したセメント排泥

の特性を示す。表－2 に重金属、表－3 に理化学性

を示す。セメント排泥は、ミネラルを豊富に含むが、

高 pH が生育阻害の要因となる。そして、汚染土壌

ではなく、重金属量は農用地の土壌汚染防止法の基

準値以下である。試験では、開発技術の炭酸化・中

和処理を施して、セメント排泥を土壌改良材に加工

した。炭酸化・中和処理により、pH が低下し、カ

ルシウムやリン酸に富む状態に改良される。 
試験区は、5 ヶ所の畑地(A,B.C.D.E)の一画に設け、

合計約 870m2 とした。セメント排泥を加工した土

壌改良材は、畑土に対して混合率 20％、25％、40％
（容積）の条件で攪拌し、合計約 90m3使用した。 
２．２ 栽培試験 
 栽培植物は、ナス科植物（葉タバコ）とキク科植

物（電照キク）とした。栽培期間は、葉タバコが

2006 年 11 月～2007 年 6 月と 2007 年 11 月～2008 年 6 月、電

照キクが 2007 年 7 月～6 月である。栽培は、草丈約 5cm の苗を

植えて、通常の栽培管理をした。 
２．３ 植物・土壌調査 
生育調査は、定期的な目視による観察と草丈を測定した。観察

による評価は、ａ）生産物として出荷できること、ｂ）特殊な病

害発生が抑えられること、ｃ）対照区に比べて収量・品質が高ま

ることを指標とした。草丈は収穫量と品質に関わるため、試験地

域の基準は葉タバコ0.5m以上、電照キク1.0m以上に設定した。

試験地域では、葉タバコの特殊な病害（立枯れ病）が発生してい

るため、その発現の有無を目視で確認した。電照キクは、栄養障

害の可能性を調べるため、葉緑素計（MINORUTA SPAD-502）
で葉色指数 SPAD 値を計測した。 
土壌調査は、pH、EC（電気伝導度）、陽イオン交換容量（CEC）、

水溶性および交換性陽イオン（カルシウム、マグネシウム、ナトリウム、カリウム）、リン酸吸収係数、有効態リン

酸（トルオーグ法）、可給態リン酸（2.5％酢酸）、全窒素（Ｔ－C）、全炭素（Ｔ－N）を測定した。 
キーワード セメント，土壌改良，緑化，廃棄物，リサイクル, 地中連続壁 
連絡先 〒204-8558 東京都清瀬市下清戸 4-640（株）大林組技術研究所環境技術研究部 TEL 0424-95-1014 
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３．調査結果および考察 
３．１ 葉タバコの栽培 
（１）生育調査 葉タバコは、2 月に苗を植付け、4 月から収穫

を始める。収穫途中で、草丈の伸張を止めると葉に栄養が行き渡

り、高品質の収穫物が得られる。一定収量を確保するため、花を

切取る作業を行う 4 月～5 月までに、草丈 0.5m 以上に育てる必

要がある。図－1 に土壌改良材の混合率 40%の条件で栽培した葉

タバコの草丈を示す。その結果、全区で草丈 0.5m 以上の基準を

満たしたが、改良区の生長は対照に比べてやや劣った。立枯れ病

は対照区で観察されたが、改良区では発生しなかった。 
（２）土壌調査 圃場 A の土壌は、pH7、陽イオン交換容量（CEC） 
17cmolc/kg、可給態リン酸 P2O5 0.2g/kg を示した。対照区は、pH7
～8、CEC 18～22cmolc/kg、可給態リン酸 P2O5 0.2～0.5g/kg を

示した。対照区は、栽培のために肥料および pH を高める資材を

混ぜた状態で、pH、CEC、リン酸量が改良されている。一方、改

良区は、pH8～10、CEC 22～29cmolc/kg、可給態リン酸 P2O5 1.0
～2.5g/kg を示し、それぞれの値は対照区に比べて高い。 

これより、改良区が対照区より高アルカリ性の条件で収穫物を

得ることができたのは、CEC や肥料成分が増えるためと考える。 
３．２ 電照キクの栽培 
（１）生育調査 電照キクは、需要の増える正月頃に出荷するた

め、開花時期を調節して栽培する。8 月に苗を植付け、12 月に収

穫する。出荷規格の品質が切花長 0.9mのため、収穫時に草丈 1.0m
以上に育てる必要がある。図－2 に混合率 20％の条件で栽培した

電照キクの草丈を示す。その結果、全区で草丈 1.0m 以上の基準

を満たし、改良区と対照区を比べて顕著な生育差はなかった。表

－４に葉色指数 SPAD と草丈を示す。改良区の葉は SPAD50 以上

の濃緑色で、健全な栄養状態と考える。 
（２）土壌調査 図－3 に pH と CEC・交換性カルシウムを示す。

収穫直前の 11 月 30 日の土壌サンプル値である。CEC は改良区と

対照区でほぼ同じ 22～23cmolc/kg であるが、交換性陽イオンは改

良区 60cmolc/kg に対して対照区 15～20cmolc/kg を示し、改良区

が異常に多い。この影響で改良区は pH8 を呈する。図－4 に C/N
と有効態・可給態リン酸を示す。C/N は、全炭素を全窒素で除し

た値である。栽培用の有機肥料は改良区と対照区と同量の条件の

ため、改良区の C/N が高くなるのは、セメント排泥に由来する炭

酸カルシウムが影響している。改良区は、有効態リン酸に比べ、

可給態リン酸の割合が高い。これは、カルシウムとリン酸が化合

して存在しているためと考える。 
これより、改良区が対照区より高アルカリ性の条件で良質な切

花を生産できたのは、可給態リン酸が増えるためと考える。 
４．まとめ 
  圃場試験の結果、セメント排泥は、植物栽培用の資材として利

用できることが分かった。 
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表―４ 電照キクの SPAD と草丈 

場所 標準偏差 標準偏差

測定：2007年11月30日

草丈　m

1.01

1.01
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